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山梨県パン協同組合（小野曜理事長　組合員 12 社）は、9 月 1 日（土）
～ 2 日（日）にラザウォーク甲斐双葉のラザコートにおいて、県内

23 のパン店が一堂に会したパンフェスタを開催した。
　この事業は、組合員のパンの販路拡大、県産小麦粉「かいほのか」と「富
士山酵母」の認知度向上のために実施したもので、その第１弾として、組
合主催の「フルーツをはさんじゃおう～親子体験教室」、ヤマザキパン協

力による「親子でいっ
しょにつくろう～サ
ンドイッチ教室」、ラ
ザウォーク主催による

「昔なつかしの “ パン
食い競争 ” ～ラザバー
ジョン」、パンクイズ
ラリーなど、パンにま
つわる盛りだくさんの
イベントを実施した。

無料イベントに加え、様々な種類のパ
ンが購入できるため、連日、組合の予
想を上回る盛況となり、行列ができる
ほどの大人気であった。
　組合主催の親子体験教室は各回満員
となり、参加者親子は小野理事長や組
合員の指導のもとコッペパンにシャイ
ンマスカットなどのぶどう３種、ジャ
ム、ホイップクリーム、バター、あん
こなどを組み合わせてはさむなど、創意工夫を凝らしながらサンドイッ
チづくりに取り組み、楽しんでいた。
　組合では、一昨年よりやまなし小麦プロジェクトを立ち上げ、県産小
麦「ゆめかおり（愛称：かいほのか）」の生産拡大を推進している。昨年は
補助金を活用し、サンドイッチレシピコンテストや小麦粉の愛称募集な
どのＰＲ事業を展開してきた。今年度は、組合員以外の県内各地のべー
カリーの協力も得て、「町のパン屋さん」の認知度向上を目指しており、
今後もイベントを数回開催する予定となっている。

Ｌｏｖｅ パン Ｆｅｓｔａが大盛会 山梨県パン協同組合

山梨県水晶宝飾協同組合（小玉実理事長　組合員 181 社）では、山梨
のジュエリーを世界にＰＲするため、９月３日～ 11 日にタイのバ

ンコクで行われた「第 62 回バンコク宝石・宝飾品フェア」に参加、組合
から 12 社が出展した。このフェアはアジア最大級の宝石・宝飾品フェ
アのひとつで、永年アジアと世界各地のジュエリー業界を繋ぐ役割を果
たしてきた。組合員が出展・参加したのは、昨年に引き続き２回目となる。
　今回の出展は、やまなし産業支援機構の山梨ジュエリーアルチザンプ

ロモーション事業の支援を受
け、日本の宝飾品のアジアでの
需要拡大を追い風に、国内屈指
の宝飾業の集積地「山梨ジュエ
リー」のアルチザン（職人）たち
の高い技術力を世界に売り込む
ことに力を入れた。また、プレ
ス発表に現地の有名俳優を登用
し SNS でフェアの話題を拡散
するなど趣向を凝らしたＰＲも

行い、世界 130 ヶ国からのバイ
ヤーなど約 14,000 人が訪れた。
　山梨県は日本一の宝飾産地
として約 30％の製造シェアを
誇っているものの、経済環境の
変化により宝石・貴金属の国内
市場は縮小している。そうした
中で、県内宝飾業の海外展開を
推進するために、新たな販路開
拓先として世界の主要な宝石と
宝飾品の集積地となっているタイをターゲットとした。また、フェアに
先立って現地百貨店（バンコク伊勢丹等）で開催した産地ブランド「koo-
Fu」の展示会では、あらかじめ現地の富裕層 13,000 人に DM を発送、来
場者の宝飾品の嗜好や価格などのアンケート調査を行い、タイにおける
ジュエリーのニーズ調査も同時に実施した。
　今回出展した組合員からは、「山梨の技術やデザイン性などが高く評価
され、海外販路への可能性を実感することができた。これからも山梨の
ジュエリーを積極的にＰＲし新たな販路拡大につなげていきたい」とコ
メントした。

山梨県トラックターミナル協同組合（石澤啓一郎理事長 組合員 18 社）
では、運転手の性格、運転態度、視覚機能などの適性診断を行う

ための適性受診機器（i-NATS ナスバネット）を組合に常設し、９月から
本格的に運用を開始した。
　国土交通省は、旅客（バス・タクシー）と貨物自動車運送事業者（トラッ
ク等）に、事故を未然に防止することを目的として運転者の適性診断の

実施を義務付けており、会社内の運転管理
者が運転手の適正診断の受診結果をもとに
カウセリングなど行い、運転手に安全運転
に関する助言・指導を行わなければならな
いことになっている。
　これまで適性診断を受診するためには、
適性診断機器を所有する独立行政法人自動
車事故対策機構山梨支所（笛吹市唐柏）に予
約し、運転手を受診のために派遣するか同
機構から機器をレンタルし社内で受診する
方法をとっていた。そのため、時間に制約

され運送業務に支障がでることか
ら、組合員から組合事務所への適性
診断機器の常設の希望が多く上がっ
ていた。
　今回組合事務所内に常設したこと
で、受診のために団地内を移動する
時間的ロスもなく業務の空き時間に
運転手が受診できるなど利便性が高
まり、定期的な受診率もアップすると期待も大きい。
　組合としても、交通事故防止は運送に関わる業界として積極的に取り
組む必要があり、機器の常設を機に適性診断受診を広く呼びかけ、受診
結果を運転手の安全運転につなげたいとしている。

 　　　　　　　※適正診断機器（i-NATS　ナスバネット）
 　 パソコン端末を用いたＣＧシュミレーション方式により、運転者の

性格、安全運転態度、認知・処理機能、視覚機能など個人の運転特
性（クセ）を測定する。診断結果は、運転管理者の助言・指導のため
の資料とするとともに、受診者へ数値を示すことで日頃の運転ぶり
について振り返ってもらう役割ももっている。
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